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ご利用上の注意 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
おことわり 
１） 本書の内容の全部または一部を、無断転載することは禁止されています。 
２） 本書の内容は、改良のため予告なしに変更することがあります。 
３） 本書の内容について、ご不審な点やお気付きの点がございましたらご連絡ください。 
４） 本製品を運用した結果の内容の影響につきましては、３）に関わらず責任を負いかねますので 

ご了承ください。 
 
© DTS INSIGHT CORPORATION All Rights Reserved． 
Printed in Japan 

① 本製品は弊社ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ専用の定義体です。弊社ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ以外では

ご使用にならないでください。 
 
② 対象マイコンと定義体との対応を誤って使用すると、ターゲットシステムを破壊する恐れがあ

ります。本製品のマイコンパックで対象となるマイコンをご確認してからご使用ください。 
 
③ ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットシステムとのインタフェイスＩＣ（ＮＥＴ ＩＭＰＲ

ＥＳＳ内部ＩＣ）電源用に数ｍＡの電流をＴＶｃｃｄ端子より消費いたします。 
 
④ デバイスファンクション又は、ファンクション実行中には、ＳＤカードの脱着は、行わないで

ください。実行中に、脱着してしまいますとＳＤカードを破壊する恐れがあります。 
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１．概要 

 ＦＮⅩ８６１は、型名：ＡＦＸｘｘｘのＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳシリーズで使用可能な定義体です。 

 ＦＮⅩ８６１は、ルネサスエレクトロニクス社製：μＰＤ７０Ｆ３５８６を対象とする、これと同

一のアルゴリズム・プロトコルで書き込み可能なフラッシュメモリ内蔵マイコンを対象とします。 
 ＡＦＸとターゲットの接続には、ＰＨＸ４００をご使用ください。 
その他のプローブケーブルについては、弊社又は代理店にお問い合わせください。 

 

※ 本マニュアルで記載のあるＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは型名：ＡＦＸｘｘｘの本体のことを指しま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ご注意 ＞ 
 必ずお客様がお使いになられるフラッシュメモリ内蔵マイコン用のマイコンパックと組み合わせ

てご使用ください。 
 書き込み方式の異なるマイコンに対するご利用は、ターゲットマイコン及びそれを含むユーザシス

テムを破壊する恐れがあります。 
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２．仕様 

２－１．対象マイコンと仕様 

 特に記載なき項目は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ標準に準じます 

型名 ＦＮＸ８６１ 

ターゲットマイコン ＦＮＸ８６１Ｍｘｘマイコンパックで規定 

Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈ容量 同上   ※１ 

Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈ 
アドレス 

同上   ※１ 

Ｄａｔａ Ｆｌａｓｈ容量 同上   ※１ 

Ｄａｔａ Ｆｌａｓｈ 
アドレス 

同上   ※１ 

ターゲットインタフェイス 

単線ＵＡＲＴ（非同期通信）インタフェイス 

９６００／１１５２００／５０００００ｂｐｓ 
□ ＭＳＢファースト   ■ ＬＳＢファースト 

 
ＣＳＩ（同期通信）インタフェイス 

６２．５Ｋ／１２５Ｋ／２５０Ｋ／５００Ｋ／８５０Ｋ／ 
１．２５Ｍ／２．５Ｍ／３．３Ｍ／５．０Ｍｂｐｓ 
■ ＭＳＢファースト   □ＬＳＢファースト 

デフォルト ＦＮＸ８６１Ｍｘｘマイコンパックで規定 

書き込み時のターゲット 

マイコン動作周波数 
同上 

書き込み時のターゲット 
インタフェイス電圧 同上 

 
対象マイコンの詳細は各種マイコンパックのユーザーズマニュアルをご参照ください。 
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※１：本定義体の対象とするマイコンでは、Ｃｏｄｅ ＦｌａｓｈとＤａｔａ Ｆｌａｓｈの複数

のメモリ領域を持つものが存在します。 

各メモリのアドレス空間をそのまま利用しライタのバッファメモリを構築するとバッファメ

モリが大きくなってしまうため、ライタ上では仮想のアドレスに変換して各メモリのデータ

を保持します。 

マイコンへの書き込み時は、再度アドレスを変換して元のアドレスに戻して書き込みます。 

下記にアドレス変換の例を示します。 

 

 

Address Object File  Address Buffer 

Memory 

 Address Target 

Memory 

#00000000 

 

 

 

 

 

#000FFFFF 

Code Flash  #00000000 

 

 

 

 

 

#000FFFFF 

Code Flash  #00000000 

 

 

 

 

 

#000FFFFF 

Code Flash 

   #00100000 

 

#00107FFF 

Data Flash    

        

#FE000000 

 

#FE007FFF 

Data Flash     #FE000000 

 

#FE007FFF 

Data Flash 

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリの見え方は以下表のようになります。 
 

メモリ名称 
本来の先頭アドレス（例） ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 

バッファメモリ先頭アドレス（例） 
Ｃｏｄｅ Ｆｌａｓｈ ＃００００００００ ＃００００００００ 
Ｄａｔａ Ｆｌａｓｈ ＃ＦＥ００００００ ＃００１０００００ 

 

以下の操作を行う場合、アドレスの読み替えに注意が必要です。 
・ターゲットアドレス及びバッファアドレスのアドレスを指定する場合、バッファメモリのアドレス

に置き換えてください。 
・エディット機能で表示される（又は指定する）アドレスは、バッファメモリのアドレスに置き換え

てください。 
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２－２．機種固有のパラメータ設定 

 ＳＷＸ６００を利用して次の初期設定を行います。 

 リモートコントローラのご利用方法については、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアル（ソフト

ウェア）をご参照ください。 

 

２－２－１．Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ ウィンドウの設定 

 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ 画面上で、ターゲットマイコンにあったパラメータ設定を行いま

す。 
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① ＴＶｃｃ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ 
ターゲットマイコンの動作電圧の下限値から０．１Ｖ程度低い値を設定頂くことを推奨致します。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットマイコンの動作電圧（ＴＶｃｃ）を監視しており、 
この電圧がここで設定する電圧値以上の時に、デバイスファンクションを実行します。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＴＶｃｃスレッショルドの設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニ

ュアル（スタンドアロン）をご参照ください。 
 

 

② Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ【 Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ 】 
マイコンに内蔵されているフラッシュメモリ領域（Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ）を 
設定してください。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのキー操作ではＦｌａｓｈ ＲＯＭの設定はできずに、表示のみとなりま

す。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアル（スタンドアロン）をご参照ください。 
 

 

③ ＲＯＭ Ｂｌｏｃｋ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 
フラッシュメモリのブロック構成を設定します。 
 
＜ ブロック情報テーブル ＞ 
ブロック情報テーブルは、ブロックグループＮｏ．、ブロックグループのスタートアドレス、 
ブロックサイズの３情報からなります。 
ブロックグループＮｏ．： Ｇｒｏｕｐ１～Ｇｒｏｕｐ１４までの１４Ｇｒｏｕｐが指定できます。 
   連続したブロックサイズの等しい一群のブロックを一つのブロック 

グループとして、アドレスの小さい方から、小さい番号のブロック番号 
を付与します。 

スタートアドレス： ブロックグループの開始アドレスです。 
   このアドレスからブロックサイズで定められた大きさのブロックが連続 

して並び、一つのブロックグループを構成します。 
ブロックサイズ： ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、次の（ブロック）グループアドレスまで、 
   このブロックサイズで定められたサイズのブロックが連続して配置され 

るものと解釈されます。 
また、ブロックサイズを１にするとアクセス禁止領域となります。アク

セス禁止領域はデバイスファンクション実行領域でも、デバイスファン

クションが実行されません。 
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例 ） 

ブロックグループＮｏ． スタートアドレス ブロックサイズ 

１ ＃００Ｆ８００００ ＃００００８０００ 

２ ＃００ＦＡ００００ ＃０００１００００ 

 

 

スタートアドレス 

 

＃Ｆ８００００ → 

 

＃Ｆ８８０００ → 

 

＃Ｆ９００００ → 

 

＃Ｆ９８０００ → 

 

＃ＦＡ００００ → 

 

 

＃ＦＢ００００ → 

 

 

＃ＦＣ００００ → 

 

 

＃ＦＤ００００ → 

 

 

＃ＦＥ００００ → 

 

 

＃ＦＦ００００ → 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブロックグループ１ 

上の例では、＃Ｆ８００００から３２Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックが次のブロックグループの

スタート（＃ＦＡ００００）まで連なる 

事を示します。 

ブロックグループ２ 

上の例では、＃ＦＡ００００から６４Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックがフラッシュメモリの最終

アドレス（＃ＦＦＦＦＦＦ）まで連なる 

事を示します。 
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④ ＭＣＵ Ｃｌｏｃｋ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ 
ターゲットマイコンへの入力クロックを設定します。  
この値はデバイスファンクション実行時にライタ側で参照され、マイコンとの通信速度を決定しま

す。正しく設定されていない場合、マイコンとの通信が確立できなくなります。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでの周波数設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアル（スタンドア

ロン）をご参照下さい。 

 

 

⑤ ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ 

一部のセキュリティ設定（書き込み禁止フラグ／チップ消去禁止フラグ／ブートブロッククラスタ

書き換え禁止フラグ）の有効／設定禁止を選択します。 
 

 Mode 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ 

キー操作時のＬＣＤ表示 
St’d（デフォルト） Opt 

ＳＷＸ６００ 
上の値 0000 0001 

一部のセキュリティ設定 設定禁止 有効 
 
 ・一部のセキュリティ設定禁止 
  セキュリティ設定データ中の、書き込み禁止フラグまたはチップ消去禁止フラグ 
  またはブートブロッククラスタ書き換え禁止フラグが“禁止”設定されていた場合、 
  エラーを出力してデバイスファンクションを中断します。 
  通常はこのモードでご利用ください。 
 ・一部のセキュリティ設定有効 
  セキュリティ設定データの内容をそのまま設定します。 
  書き込み禁止フラグまたはチップ消去禁止フラグまたはブートブロッククラスタ 
  書き換え禁止フラグを“禁止”設定する場合、このモードをご利用ください。 
 
 セキュリティ設定機能につきましては第４章をご参照ください。 
 

 

⑥ ＷＤＴ Ｃｌｏｃｋ Ｐｅｒｉｏｄ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、オンボードプログラミング中に定周期のクロックパルスを出力する 
機能を持っています。この周期を利用する場合はＷＤＴ周期の設定を行います。 

定周期パルスは、ＷＤＴ信号から出力されます。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＷＤＴ設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアル（スタンドア

ロン）をご参照ください。 
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⑦ Ｄａｔａ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとターゲットマイコン間の通信設定を指定します。 

ＦＮＸ８６１では、ウィンドウの各項目を次のように設定してください。 

 
・ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ 
ＣＳＩ（同期通信）／ＵＡＲＴ：１ＷＩＲＥ（非同期通信１線式）を選択してください。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでの通信路設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアル（スタンド

アロン）をご参照ください。 

 
・ Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ 

通信速度を設定します。 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでの通信速度設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアル（スタン

ドアロン）をご参照ください。 
 
 

⑧ ＭＣＵ Ｔｙｐｅ 

この項目へ設定された内容が、ウィンドウ左上部のＭＣＵ Ｔｙｐｅ及びＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ 

本体上に表示されます。 

マイコンの型名、お客様の装置型名など任意の文字を２０桁まで入力できます。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでの表示型名変更は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアル（スタンド

アロン）をご参照ください。 
 

 

⑨ ＯＫ 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ウィンドウ内容の設定をＹＩＭフォルダ内の定義体ファイル

に反映します。 
① ～⑧の設定変更後は、他のウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 
ＯＫキーが押されなければ、パラメータは反映されません。 
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２－２－２．Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウの設定 

 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウ上では、次の３項目の設定を行います。 
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①Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ 
マイコンへのデバイスファンクションの対象領域を設定します。 
通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 
デバイスファンクションアドレスは、その設定アドレス値によりフラッシュメモリのブロック境界

アドレスに自動アライメントされます。 
この自動アライメントされた領域に対して、デバイスファンクションが実行されます。 

 
 
②Ｂｕｆｆｅｒ Ａｒｅａ 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリ上のデータをセーブ・ロードする領域を設定します。 
通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

 
 
③Ｖｅｒｉｆｙ Ｍｏｄｅ 

Ｅ．Ｐ．Ｒ、ＰＲＯＧＲＡＭ実行時のベリファイモードを設定します。 

デバイスファンクションＥ．Ｐ．Ｒ、ＰＲＯＧＲＡＭ時に実行されるＲｅａｄ Ｖｅｒｉｆｙは、Ｒ

ｅａｄ Ｖｅｒｉｆｙ Ｍｏｄｅで設定されているベリファイが実行されます。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのベリファイモード設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアル（ス

タンドアロン）をご参照ください。 

・ＳＵＭ ＲＥＡＤ 

マイコンからＰｒｏｇｒａｍを行った領域のＣＲＣ値を読み出し、プログラマがＰｒｏｇｒａｍ

時に転送した書き込みデータのＣＲＣ値と比較します。 

・ＦＵＬＬ ＲＥＡＤ 

プログラマがマイコンへＰｒｏｇｒａｍを行った領域のデータを送信し、マイコン側でフラッシ

ュメモリデータとの比較を行います。 

 
 
④ＯＫ 
ウィンドウ内容の設定をＹＩＭフォルダ内の定義体ファイルに反映します。 
①～③の設定変更後は、他のウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 
ＯＫキーが押されなければ、変更したパラメータは反映されません。 
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２－２－３．Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２ ウィンドウの設定 

 この設定ウィンドウには、マイコン固有パラメータが設定されています。 
 指定されている値以外は絶対に変更しないでください。 

 

 Parameter Table2 のタブを選択しますと Password を求められますので"AF200"と入力して下さ

い。 
 (入力した文字はマスクされて表示されます)。 

 

 

設定変更後は、他のウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 
ＯＫキーが押されなければ、パラメータは反映されません。 
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２－３．デバイスファンクションと実行機能 

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション起動時に実行される機能は以下のとおりです。 

 

デバイスファンクション ERASE BLANK PROGRAM READ E.P.R COPY 

対

象

メ

モ

リ

域 

Ｆｌａｓｈ ＲＯ

Ｍ Ａｒｅａ設定

によるフラッシュ

メモリ一部領域 

○ ○ ○*3*6 ○*3 ○*3*6 ○*3 

フラッシュメモリ 

全領域 
○ ○ ○*6 ○ ○ ○ 

フラッシュメモリに 

対する実行動作 

□Blank ■Blank □Blank  □Blank  

■Erase  □Erase  ■Erase  

■Security 

Release *6 
 

□Security 

Release 
 

■Security 

Release *6 
 

■*4*6  ■Program  ■Program ■Copy 

  ■Read*1 ■Read*2 ■Read*1 ■Read*2 

  ■*4*6 ■*5*6 ■*4*6  

 ＊１：ＶＥＲＩＦＹ ＭＯＤＥ の設定値により指定されたベリファイモードでベリファイを実行し

ます。 

ＶＥＲＩＦＹ ＭＯＤＥ 設定値として“ＦＵＬＬ ＶＥＲＩＦＹ”を指定した場合、書き込

んだ全てのデータをマイコンに送信し、ベリファイ結果を取得することで、マイコン内のデ

ータとライタのバッファＲＡＭのデータを照合します。 

    “ＳＵＭ ＶＥＲＩＦＹ”を指定した場合、書き込んだデータのＣＲＣ値をマイコンから取

得し、ライタのバッファメモリから計算したＣＲＣ値と比較することで照合します。 

ＶＥＲＩＦＹ ＭＯＤＥ は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアル（スタンドアロン）を

ご参照ください。 

 ＊２：“ＦＵＬＬ ＶＥＲＩＦＹ”の処理を実行します。 

 ＊３：一部領域へのデバイスファンクションを実行する場合、次の条件を満たす必要があります。 

ＦＵＬＬ ＶＥＲＩＦＹを使用する場合、データフラッシュの書き込み開始アドレスは、１

０２４バイト境界に設定する必要があります。また、書き込み領域も、連続した１０２４バ

イト単位とする必要があります。 

ＳＵＭ ＶＥＲＩＦＹ（ＣＲＣチェック）を使用する場合、データフラッシュの書き込み開

始アドレスは、２５６バイト境界に設定する必要があります。また、書き込み領域も、連続

した２５６バイト単位とする必要があります。 
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 ＊４：セキュリティ、オプションバイト、ＯＣＤ用ＩＤコードの設定およびベリファイが実行され

ます。 

 ＊５：セキュリティ、オプションバイト、ＯＣＤ用ＩＤコードのベリファイが実行されます。 

 ＊６：セキュリティ、オプションバイト、ＯＣＤ用ＩＤコードの消去、設定およびベリファイにつ

いて、注意点があります。詳細は、本マニュアルの４章をご参照下さい。 
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３．ＹＰＭファイル 

３－１．概要 

マイコンのスペックに対応した、コマンド実行Wait値の算出用パラメータファイルです。 
 

３－２．使用方法 

拡張子YPM のファイルを、ＹＩＭフォルダ内に配置頂きます。 
YPM ファイルは必ずＹＩＭフォルダ内に配置してご利用ください。 
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４．セキュリティ／オプションバイト／ＩＤコード設定 

４－１．概要 

 本定義体の対象となるマイコンは、第三者からの不正なフラッシュメモリアクセスを制限するセキ

ュリティを設定する機能を備えております。また、マイコンの動作を設定するためのオプションバ

イト設定、オンチップデバッグ時のＩＤコードの設定を行うことが出来ます。 
 
４－２．セキュリティ／オプションバイト／ＩＤコード設定方法 

セキュリティ／オプションバイト／ＩＤコード設定をするためには、設定ファイルを別途作成して

頂く必要があります。 
設定ファイルは、拡張子ＹＤＤ（モトローラＳフォーマット）のファイルとし、ＹＩＭフォルダ内

に配置して頂きます。 
設定ファイルの作成にはＡＺ４８１（ＫＥＹファイルゼネレータ）を利用することができます。 
 
ＹＤＤファイルはＹＩＭフォルダ内にダウンロードしてご利用ください。 
（ただし、ＢＬＡＮＫ、ＣＯＰＹ実行時にはＹＤＤファイルは必要ございません。） 
ＹＤＤサンプルファイルは弊社より提供されます。（標準セキュリティ状態） 

 

 
＜図４－２：ＡＺ４８１をご利用頂いた場合の作成例＞ 
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４－３．セキュリティ／オプションバイト／ＩＤコード設定値 

４－３－１．セキュリティフラグ 

 セキュリティフラグは以下のフォーマットに従い設定して下さい。 
ＹＤＤファイル内のアドレス：０ｘ００００００００固定 
データサイズ       ：１バイト固定 
データ内容        ：表４－３－１をご参照下さい。 

 
＜表４－３－１：セキュリティフラグ＞ 

項目   
Bit7 “１”固定 ＊１ 
Bit6 “１”固定 ＊１ 
Bit5 読み出し禁止フラグ（“１”許可、“０”禁止）  
Bit4 書き込み禁止フラグ（“１”許可、“０”禁止）  
Bit3 “１”固定 ＊１ 
Bit2 ブロック消去禁止フラグ（“１”許可、“０”禁止） ＊２＊３ 
Bit1 ブートブロッククラスタ書き換え禁止フラグ（“１”許可、“０”禁止） ＊２＊４ 
Bit0 “１”固定 ＊１ 

 
 ＊１：“０”が設定されていた場合はファイルフォーマットエラーとします。 
 ＊２：ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅでセキュリティ無効モードの設定でご利用いただいた 

場合、本設定が“禁止”の設定となっている場合はエラーを出力し、 
デバイスファンクションを中断します。 

 ＊３：ブロック消去禁止設定を行った場合、フラッシュライタではブロック消去不可能となります

のでご注意下さい。 
 ＊４：ブートブロッククラスタ書き換え禁止設定を行った場合、フラッシュ全領域の書き換えは 

不可能となりますのでご注意下さい。 
 
ブロック消去禁止フラグと、ブートブロッククラスタ書き換え禁止フラグは、“許可”から“禁止”

の追加設定のみ可能です。追加設定は、Ｅ．Ｐ．Ｒ、ＥＲＡＳＥ、ＰＲＯＧＲＡＭの各デバイスファ

ンクション実行により、行うことが出来ます。 
読み出し禁止フラグと、書き込み禁止フラグは、全領域Ｅ．Ｐ．Ｒもしくは全領域ＥＲＡＳＥの各デ

バイスファンクション実行により、再設定が可能です。 
 
４－３－２．ブートブロッククラスタ最終ブロック番号設定 

ブートブロッククラスタ最終ブロック番号設定は以下のフォーマットに従い設定して下さい。なお、

設定可能なデータ範囲はマイコンにより異なりますので、マイコンのマニュアルを確認の上、値を

設定して下さい。 
ＹＤＤファイル内のアドレス：０ｘ０００００００４固定 
データサイズ       ：１バイト固定 
データ内容        ：マイコンのマニュアルを確認の上、値を設定して下さい。 
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４－３－３．フラッシュシールドウインドウ開始ブロック番号設定 

フラッシュシールドウインドウ開始ブロック番号設定は以下のフォーマットに従い設定して下さい。

なお、設定可能なデータ範囲はマイコンにより異なりますので、マイコンのマニュアルを確認の上、

値を設定して下さい。 
ＹＤＤファイル内のアドレス：０ｘ０００００００８固定 
データサイズ       ：２バイト固定 
データ内容        ：マイコンのマニュアルを確認の上、値を設定して下さい。 

 
 
４－３－４．フラッシュシールドウインドウ終了ブロック番号設定 

フラッシュシールドウインドウ終了ブロック番号設定は以下のフォーマットに従い設定して下さい。

なお、設定可能なデータ範囲はマイコンにより異なりますので、マイコンのマニュアルを確認の上、

値を設定して下さい。 
ＹＤＤファイル内のアドレス：０ｘ０００００００Ｃ固定 
データサイズ       ：２バイト固定 
データ内容        ：マイコンのマニュアルを確認の上、値を設定して下さい。 

 
４－３－５．オプションバイト設定 

オプションバイト設定は以下のフォーマットに従い設定して下さい。 
ＹＤＤファイル内のアドレス：０ｘ００００００１０固定 
データサイズ       ：４バイト固定 
データ内容        ：マイコンのマニュアルを確認の上、設定して下さい。 

 
 上記アドレス記述されたデータが、オプションバイトのＯＰＢＴ０に設定されます。（ＹＤＤファイ

ルに記載する際のＳフォーマットのアドレスは、マイコン上のＯＰＢＴ０のアドレスではない点に、

ご注意下さい。） 
 
データ内容は、ＯＰＢＴ０設定値をリトルエンディアン形式で入力して下さい。（データの並びは、

7-0bit ,15-8bit, 23-16bit, 31-24bit の順となります。） 
（設定例：OPBT0の値 CFF8FFFF の場合 、YDD ファイルに記述するデータ内容 FFFFF8CF） 
 
 オプションバイト設定を行いたくない場合は、ＹＤＤファイルから上記アドレスの行を削除してく

ださい。その場合、オプションバイト設定を行いません。 
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４－３－６．ＯＣＤ用ＩＤコード設定 

ＩＤコード設定は以下のフォーマットに従い設定して下さい。 
  ＹＤＤファイル内のアドレス ：０ｘ００００００４０固定 
  データサイズ  ：１２固定 
  データ   ：任意の値を設定して下さい。 
ＩＤコード設定を行いたくない場合は、ＹＤＤファイルから上記アドレスの行を削除することによ

り、ＩＤコード設定をスキップすることが出来ます。 
ＹＤＤファイルにＩＤコード設定を記述する場合、ＩＤコードの実際のアドレスではなく、上記の

アドレスで記述してください。 
 
１２バイトのデータは下記の並びで設定してください。 

 
＜図４－３－１：ＯＣＤ用ＩＤコードのデータ並び＞ 

（１）：Bit7～Bit0 
（２）：Bit15～Bit8 

 
（１１）：Bit87～Bit80 
（１２）：Bit95～Bit88 
 

・
・
・ 

(1) (2) (11) (12) 
・・・・・ 
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４－４．設定処理フロー 

オプションバイト、ＯＣＤ用ＩＤコード、セキュリティ設定処理は、デバイスファンクションＥ．

Ｐ．Ｒ、ＰＲＯＧＲＡＭ、全領域ＥＲＡＳＥ実行時に処理されます。 

 

全領域Ｅ．Ｐ．Ｒ
全領域ＥＲＡＳＥ

YDDファイルあり？

セキュリティフラグチェック

動作モードチェック

フラッシュメモリ消去

オプションバイト／
ＯＣＤ用ＩＤコード／

セキュリティ消去

フラッシュメモリ書き込み
（全領域Ｅ．Ｐ．Ｒのみ）

フラッシュメモリベリファイ
（全領域Ｅ．Ｐ．Ｒのみ）

＊１

YES

NO

＊２

オプションバイト設定

オプションバイトベリファイ

ＯＣＤ用ＩＤコード設定

ＯＣＤ用ＩＤコードベリファイ

セキュリティ設定

セキュリティベリファイ

正常終了 エラー終了

消去・書き込み・ベリファイで
エラーが発生した場合も、
エラー終了となります。

 

＜図４－４－１：全領域Ｅ．Ｐ．Ｒもしくは全領域ＥＲＡＳＥ時のセキュリティ設定フロー＞ 
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一部領域Ｅ．Ｐ．Ｒ
ＰＲＯＧＲＡＭ

YDDファイルあり？

セキュリティフラグチェック

動作モードチェック

フラッシュメモリ消去
（一部領域Ｅ．Ｐ．Ｒのみ）

フラッシュメモリ書き込み

フラッシュメモリベリファイ

＊１

YES

NO

＊２

オプションバイト設定

オプションバイトベリファイ

ＯＣＤ用ＩＤコード設定

ＯＣＤ用ＩＤコードベリファイ

セキュリティ設定

セキュリティベリファイ

正常終了 エラー終了

消去・書き込み・ベリファイで
エラーが発生した場合も、
エラー終了となります。

オプションバイト
チェック

＊３

ＯＣＤ用ＩＤコード
チェック

＊４

 

＜図４－４－２：一部領域Ｅ．Ｐ．ＲもしくはＰＲＯＧＲＡＭ時のセキュリティ設定フロー＞ 
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 ＊１：セキュリティフラグで、“１”を指定しなければならないビット（Ｂｉｔ７，Ｂｉｔ６， 

Ｂｉｔ３，Ｂｉｔ０）に“０”が設定されていた場合はエラー終了となります。 
 
 ＊２：ＹＤＤファイル内のセキュリティ設定が、ブロック消去禁止、もしくは、ブートブロック 

クラスタ書き換え禁止となっている場合、ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅの設定値を 
確認します。 
ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅの設定値により、デバイスファンクションは次のよう 
な動作となります。 

 
＜表４－４－１：設定値とデバイスファンクション動作＞ 

ＳＷＸ６００上の設定値 動作 
0000（St’d） エラー終了 
0001（Opt） デバイスファンクション続行 

 
 ＊３：ＹＤＤファイル内のオプションバイトと、マイコンに書き込まれているオプションバイトの

値により、下記動作となります。 
＜表４－４－２：オプションバイトチェック動作＞ 

ＹＤＤファイル内の 
オプションバイト  マイコンに書き込まれている 

オプションバイト値 
 動作 

オプションバイトの 
記述あり 

→ Ａｌｌ ０ｘＦＦ → 

デバイスファンクション続行 
（オプションバイトの設定お

よびベリファイを実行しま

す。） 

→ 
０ｘＦＦ以外のデータあり 
（ＹＤＤファイル内のオプシ

ョンバイト値と一致） 
→ 

デバイスファンクション続行 
（オプションバイトの設定お

よびベリファイは実行しませ

ん。） 

→ 
０ｘＦＦ以外のデータあり 
（ＹＤＤファイル内のオプシ

ョンバイト値と不一致） 
→ エラー終了 

オプションバイトの 
記述なし → 任意の値 → 

デバイスファンクション続行 
（オプションバイトの設定お

よびベリファイは実行しませ

ん。） 
マイコンに読み出し禁止のセキュリティが設定されている場合、オプションバイトの読み出し確認が

行えないため、デバイスファンクションはエラー終了となりますのでご注意下さい。（ＹＤＤファイル

内にオプションバイトの記述がない場合、オプションバイトの読み出し確認は行われませんので、オ

プションバイトの読み出し確認でエラー終了とはなりません。） 
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 ＊４：ＹＤＤファイル内のＯＣＤ用ＩＤコードと、マイコンに書き込まれているＯＣＤ用ＩＤコー

ドの値により、下記動作となります。 
＜表４－４－３：ＯＣＤ用ＩＤコードチェック動作＞ 

ＹＤＤファイル内の 
ＯＣＤ用ＩＤコード  マイコンに書き込まれている 

ＯＣＤ用ＩＤコード値 
 動作 

ＯＣＤ用ＩＤコードの 
記述あり 

→ Ａｌｌ ０ｘＦＦ → 

デバイスファンクション続行 
（ＯＣＤ用ＩＤコードの設定

およびベリファイを実行しま

す。） 

→ 
０ｘＦＦ以外のデータあり 
（ＹＤＤファイル内のＯＣＤ

用ＩＤコード値と一致） 
→ 

デバイスファンクション続行 
（ＯＣＤ用ＩＤコードの設定

およびベリファイは実行しま

せん。） 

→ 
０ｘＦＦ以外のデータあり 
（ＹＤＤファイル内のＯＣＤ

用ＩＤコード値と不一致） 
→ エラー終了 

ＯＣＤ用ＩＤコードの 
記述なし → 任意の値 → 

デバイスファンクション続行 
（ＯＣＤ用ＩＤコードの設定

およびベリファイは実行しま

せん。） 
マイコンに読み出し禁止のセキュリティが設定されている場合、ＯＣＤ用ＩＤコードの読み出し確認

が行えないため、デバイスファンクションはエラー終了となりますのでご注意下さい。（ＹＤＤファイ

ル内にＯＣＤ用ＩＤコードの記述がない場合、ＯＣＤ用ＩＤコードの読み出し確認は行われませんの

で、ＯＣＤ用ＩＤコードの読み出し確認でエラー終了とはなりません。） 
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４－５．セキュリティ、オプションバイト、ＯＣＤ用ＩＤコードに関する注意点 

 

セキュリティ、オプションバイト、ＯＣＤ用ＩＤコードの消去、設定およびベリファイには、次のよ

うな注意点がございます。 

 

１． セキュリティ、オプションバイト、ＯＣＤ用ＩＤコードの消去は、全領域Ｅ．Ｐ．Ｒもしくは全

領域ＥＲＡＳＥの場合のみ実行されます。 

セキュリティ、オプションバイト、ＯＣＤ用ＩＤコードを再設定したい場合は、全領域に対する

Ｅ．Ｐ．Ｒもしくは全領域に対するＥＲＡＳＥを実行する必要がございます。 

 

２． 全領域に対するＥＲＡＳＥ実行時、セキュリティ、オプションバイト、ＯＣＤ用ＩＤコードの設

定およびベリファイが行われますが、一部領域に対するＥＲＡＳＥ実行時には、上記設定及びベ

リファイは行われません。 

 

３． ＰＲＯＧＲＡＭ（一部領域および全領域）実行時には、セキュリティ、オプションバイト、ＯＣ

Ｄ用ＩＤコードの設定およびベリファイが実行されます。 

なお、マイコンに読み出し禁止のセキュリティが設定されている場合、オプションバイト、ＯＣ

Ｄ用ＩＤコードのベリファイが実行できないため、エラー終了となりますのでご注意下さい。 

 

４． Ｅ．Ｐ．Ｒ（一部領域および全領域）実行時には、セキュリティ、オプションバイト、ＯＣＤ用

ＩＤコードの設定およびベリファイが実行されます。 

なお、一部領域へのＥ．Ｐ．Ｒ実行時に、マイコンに読み出し禁止のセキュリティが設定されて

いる場合、オプションバイト、ＯＣＤ用ＩＤコードのベリファイが実行できないため、エラー終

了となりますのでご注意下さい。 

全領域Ｅ．Ｐ．Ｒ実行時は、フラッシュメモリ消去とともに、マイコンに設定されているセキュ

リティも消去されますので、マイコンに読み出し禁止のセキュリティが設定されていてもオプシ

ョンバイト、ＯＣＤ用ＩＤコードの書き込みおよびベリファイを行うことができます。 

 

５． ＰＲＯＧＲＡＭ（一部領域および全領域）もしくは一部領域へのＥ．Ｐ．Ｒを実行する場合、マ

イコンのオプションバイト、ＯＣＤ用ＩＤコードが消去されませんので、マイコンのオプション

バイト、ＯＣＤ用ＩＤコード設定を変更することができません。 

ＹＤＤファイルに記述するオプションバイト、ＯＣＤ用ＩＤコードの値が、マイコンのオプショ

ンバイト、ＯＣＤ用ＩＤコードと異なる場合、マイコンに対して上記値を設定する際にエラーと

なります。(マイコンに上記値が未設定の場合を除きます。) 

そのようなエラーを回避するために、ＹＤＤファイルに記載する値を、すでにマイコンに設定さ

れている値と一致させるか、ＹＤＤファイルからオプションバイト、ＯＣＤ用ＩＤコードの記述

を削除する必要がございます。 

 

６． ＲＥＡＤ（一部領域および全領域）実行時には、セキュリティ、オプションバイト、ＯＣＤ用Ｉ

Ｄコードのベリファイが実行されます。 

(セキュリティ、オプションバイト、ＯＣＤ用ＩＤコードの設定は行われません。) 
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なお、マイコンに読み出し禁止のセキュリティが設定されている場合、オプションバイト、ＯＣ

Ｄ用ＩＤコードのベリファイが実行できないため、エラー終了となりますのでご注意下さい。 
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５．エラーメッセージ 

信号線の接続やパラメータ設定の誤りに対して、デバイスファンクション実行時に、特別なエラー 
メッセージを出力されます。 
本章に記載されている以外のエラーメッセージは、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアル（スタン

ドアロン）をご参照下さい。 



 

29 

 
５－１．エラーメッセージ一覧 

＜表５－１：機種固有のエラーメッセージ一覧＞ 

エラーメッセージ エラー要因／対策 

1120 

YDD FILE NOT FOUND 

要因 ＹＤＤファイルがＹＩＭフォルダ内に配置されていません。 

対策 ＹＤＤファイルが正しく配置されているかご確認下さい。 
ＹＤＤファイルについては第４章をご参照下さい。 

1121 

MORE 2 YDD FILES 

要因 ＹＤＤファイルがＹＩＭフォルダ内に２つ以上配置されて

います。 

対策 ＹＤＤファイルが正しく配置されているかご確認下さい。 
ＹＤＤファイルについては第４章をご参照下さい。 

1122 

YDD FILE OPEN ERR 

要因 ＹＤＤファイルの取得に失敗しました。 

対策 ＣＦカード内の情報が破損している可能性があります。 
弊社サポートセンタにお問い合わせ下さい。 

1123 

YDD FILE FORMAT ERR 

要因 ＹＤＤファイルの設定値に異常があります。 

対策 ＹＤＤファイルの内容をご確認下さい。 
ＹＤＤファイルについては第４章をご参照下さい。 

1124 

YPM FILE NOT FOUND 

要因 ＹＰＭファイルがＹＩＭフォルダ内に配置されていません。 

対策 ＹＰＭファイルが正しく配置されているかご確認下さい。 
ＹＰＭファイルについては第３章をご参照下さい。 

1125 

MORE 2 YPM FILES 

要因 ＹＰＭファイルがＹＩＭフォルダ内に２つ以上配置されて

います。 

対策 ＹＰＭファイルが正しく配置されているかご確認下さい。 
ＹＰＭファイルについては第３章をご参照下さい。 

1126 

YPM FILE OPEN ERR 

要因 ＹＰＭファイルの取得に失敗しました。 

対策 ＣＦカード内の情報が破損している可能性があります。 
弊社サポートセンタにお問い合わせ下さい。 

1128 

SECURITY PARAMETER 

ERROR 

要因１ 

ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅの設定をセキュリテ

ィ有効モードに設定していない状態で、マイコンに対し、ブ

ロック消去禁止またはブートブロッククラスタ書き換え禁

止のセキュリティ設定を行おうとしています。 

対策１ 
ブロック消去禁止設定またはブートブロッククラスタ書き

換え禁止を設定する場合には、ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ 
Ｍｏｄｅの設定をセキュリティ有効モードにご設定下さい。 

要因２ ＹＤＤファイル内のセキュリティフラグのうち、必ず“１”

としなければならないビットを“０”としています。 

対策２ 
ＹＤＤファイルの内容をご確認下さい。 
セキュリティフラグのフォーマットについては 
４－３－１．セキュリティフラグ をご確認下さい。 

1129 

DEVICE CODE NO MATCH 

ERROR 

要因 ＣＰＵから取得したデバイスコードがパラメータファイル

と適合していません。 

対策 ご使用のマイコン用のパラメータを正しく使用しているか

ご確認下さい。 
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エラーメッセージ エラー要因／対策 

112A 

CRC CHECK ERROR 

要因 マイコンから取得したＣＲＣ値が、ライタのバッファメモリ

から計算したＣＲＣ値と一致しませんでした。 
対策 弊社サポートセンタにお問い合わせ下さい。 

112B 

YDD DATA NOT MATCH YY 

要因 ＹＤＤファイルに記述されているオプションバイトもしく

はＯＣＤ用ＩＤコードが、マイコンに書き込まれている値と

一致しませんでした。 
対策 ＰＲＯＧＲＡＭもしくは一部領域へのＥ．Ｐ．Ｒを実行する

場合は、ＹＤＤファイルに記述するオプションバイト、ＯＣ

Ｄ用ＩＤコードの値を、マイコンに書き込まれているオプシ

ョンバイト、ＯＣＤ用ＩＤコードの値と一致させるか、ＹＤ

Ｄファイルからオプションバイト、ＯＣＤ用ＩＤコードの設

定を削除してください。 

112C 

YDD DATA VERIFY 

ERROR YY 

要因１ ＲＥＡＤのデバイスファンクション実行時 
ＹＤＤファイルに記述されているオプションバイトもしく

はＯＣＤ用ＩＤコードが、マイコンに書き込まれている値と

一致しませんでした。 
対策１ ＹＤＤファイルの内容を確認してください。 
要因２ ＲＥＡＤ以外のデバイスファンクション実行時 

書き込みを行ったオプションバイト、ＯＣＤ用ＩＤコード、

セキュリティ設定が、書き込み後に読み出した値と一致しま

せんでした。 
対策２ 弊社サポートセンタにお問い合わせ下さい。 

112E 

RESET ERROR XX 

要因 リセットコマンド実行時に異常応答を受信しました。 
対策 弊社サポートセンタにお問い合わせ下さい。 

112F 

FREQUENCY SET ERROR XX 

要因 周波数設定コマンド実行時に異常応答を受信しました。 

対策 TGT FREQUENCYの周波数設定が、ターゲットマイコンの入力

周波数と一致しているかご確認下さい。 
1130 

BAUDRATE SET ERROR XX 

要因 ボーレート設定コマンド実行時に異常応答を受信しました。 
対策 弊社サポートセンタにお問い合わせ下さい。 

1131 

SIGNATURE ERROR XX 

要因 シグネチャ取得コマンド実行時に異常応答を受信しました。 
対策 弊社サポートセンタにお問い合わせ下さい。 

1132 

ERASE ERROR XX 

要因 ブロック消去コマンド実行時に異常応答を受信しました。 

対策 

ご使用のマイコン用のパラメータを正しく使用しているか

ご確認下さい。 
また、マイコンのセキュリティ設定により、ブロック消去が

禁止されていないかご確認下さい。 
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エラーメッセージ エラー要因／対策 

1133 

BLANK CHECK ERROR XX 

要因１ ブランクチェックコマンド実行時に異常応答を受信しまし

た。 

対策１ ご使用のマイコン用のパラメータを正しく使用しているか

ご確認下さい。 
要因２ マイコンがブランク状態ではありません。 

対策２ 
マイコンがブランク状態ではない状態でブランクチェック

コマンドを実行した場合、本エラーが発生するのは正常な動

作です。 

1134 

PROGRAM ERROR XX 

要因１ 書き込みコマンド実行時に異常応答を受信しました。 

対策１ ご使用のマイコン用のパラメータを正しく使用しているか

ご確認下さい。 

要因２ マイコンのセキュリティ設定により、書き込みが禁止されて

います。 

対策２ 全領域に対し、Ｅ．Ｐ．Ｒを使用して書き込みを実行してく

ださい。 
要因３ すでにマイコンにデータが書き込み済みです。 
対策３ Ｅ．Ｐ．Ｒを使用して書き込みを実行してください。 

1135 

VERIFY ERROR XX 

要因１ ベリファイコマンド実行時に異常応答を受信しました。 

対策１ ご使用のマイコン用のパラメータを正しく使用しているか

ご確認下さい。 
要因２ ベリファイコマンドの実行条件を満たしていません。 

対策２ 
マイコンの一部領域に対してベリファイを行う場合、ベリフ

ァイ開始アドレスを１０２４バイト境界とし、ベリファイサ

イズは連続した１０２４バイト単位としてください。 

要因３ マイコンに書き込まれているデータとライタのバッファメ

モリのデータが不一致です。 

対策３ 
マイコンに書き込まれているデータとライタのバッファメ

モリのデータが不一致の場合、本エラーが発生するのは正常

な動作です。 

1136 

CRC GET ERROR XX 

要因１ ＣＲＣ取得コマンド実行時に異常応答を受信しました。 

対策１ ご使用のマイコン用のパラメータを正しく使用しているか

ご確認下さい。 
要因２ ＣＲＣ取得コマンドの実行条件を満たしていません。 

対策２ 
マイコンの一部領域に対してＣＲＣ取得コマンドを行う場

合、ＣＲＣ取得開始アドレスを２５６バイト境界とし、ＣＲ

Ｃ取得サイズは連続した２５６バイト単位としてください。 
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エラーメッセージ エラー要因／対策 

1137 

COPY ERROR XX 

要因１ 読み出しコマンド実行時に異常応答を受信しました。 

対策１ ご使用のマイコン用のパラメータを正しく使用しているか

ご確認下さい。 

要因２ マイコンのセキュリティ設定により、読み出しが禁止されて

います。 

対策２ 

読み出しを行いたい場合、全領域へのＥ．Ｐ．ＲもしくはＥ

ＲＡＳＥを実行し、マイコンの読み出し禁止セキュリティを

読み出し許可に再設定後、読み出しを実行してください。 
（ただし、Ｅ．Ｐ．ＲもしくはＥＲＡＳＥの実行により、フ

ラッシュメモリ等の内容は消去されます。） 

1138 

SECURITY SET ERROR XX 

要因 セキュリティ設定コマンド実行時に異常応答を受信しまし

た。 

対策 

ＹＤＤファイルの内容をご確認下さい。 
一部領域へ書き込みを行う場合、すでにマイコンに対して禁

止設定されているセキュリティ設定と、ＹＤＤファイルのセ

キュリティフラグの内容を確認し、“禁止設定→許可設定”

にするような内容となっていないかご確認下さい。 

1139 

SECURITY GET ERROR XX 

要因 セキュリティ取得コマンド実行時に異常応答を受信しまし

た。 
対策 弊社サポートセンタにお問い合わせ下さい。 

113A 

SECURITY RELEASE 

ERROR XX 

要因 セキュリティリリースコマンド実行時に異常応答を受信し

ました。 
対策 弊社サポートセンタにお問い合わせ下さい。 

113B 

IDCODE SET ERROR XX 

要因１ 
すでにＯＣＤ用ＩＤコードが設定されているマイコンに対

して、マイコンに設定されているＯＣＤ用ＩＤコード以外の

ＯＣＤ用ＩＤコードを設定しようとしました。 

対策１ 

マイコンに設定されているＯＣＤ用ＩＤコード以外のＯＣ

Ｄ用ＩＤコードを設定したい場合、全領域へのＥ．Ｐ．Ｒも

しくはＥＲＡＳＥを実行し、ＯＣＤ用ＩＤコードを再設定し

てください。 

要因２ ＯＣＤ用ＩＤ設定コマンド実行時に異常応答を受信しまし

た。 
対策２ 弊社サポートセンタにお問い合わせ下さい。 
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エラーメッセージ エラー要因／対策 

113C 

IDCODE GET ERROR XX 

要因１ マイコンのセキュリティ設定により、読み出しが禁止されて

います。 

対策１ 

ＯＣＤ用ＩＤコードの読み出しを行いたい場合、全領域への

Ｅ．Ｐ．ＲもしくはＥＲＡＳＥを実行し、マイコンの読み出

し禁止セキュリティを読み出し許可に再設定後、ＯＣＤ用Ｉ

Ｄコード読み出しを実行してください。 
（ただし、Ｅ．Ｐ．ＲもしくはＥＲＡＳＥの実行により、フ

ラッシュメモリやＯＣＤ用ＩＤコード等の情報は全て消去

されます。） 

要因２ ＯＣＤ用ＩＤ取得コマンド実行時に異常応答を受信しまし

た。 
対策２ 弊社サポートセンタにお問い合わせ下さい。 

113D 

OPTIONBYTE SET ERROR XX 

要因１ 
すでにオプションバイトが設定されているマイコンに対し

て、マイコン設定されている値以外のオプションバイトを設

定しようとしました。 

対策１ 
マイコンに設定されているオプションバイト以外の値を設

定したい場合、全領域へのＥ．Ｐ．ＲもしくはＥＲＡＳＥを

実行し、オプションバイトを再設定してください。 

要因２ オプションバイト設定コマンド実行時に異常応答を受信し

ました。 
対策２ 弊社サポートセンタにお問い合わせ下さい。 

113E 

OPTIONBYTE GET ERROR XX 

要因１ マイコンのセキュリティ設定により、読み出しが禁止されて

います。 

対策１ 

オプションバイトの読み出しを行いたい場合、全領域への

Ｅ．Ｐ．ＲもしくはＥＲＡＳＥを実行し、マイコンの読み出

し禁止セキュリティを読み出し許可に再設定後、オプション

バイト読み出しを実行してください。 
（ただし、Ｅ．Ｐ．ＲもしくはＥＲＡＳＥの実行により、フ

ラッシュメモリやオプションバイト等の情報は全て消去さ

れます。） 

要因２ オプションバイト取得コマンド実行時に異常応答を受信し

ました。 
対策２ 弊社サポートセンタにお問い合わせ下さい。 
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上記のエラーのうち、エラー番号１１２Ｅ～１１３Ｅのエラーについては、エラー文字列の後ろにエ

ラーコードが付加されます。エラーコードの意味は下記のとおりです。 

 

＜表５－２：エラーコード一覧＞ 
XX 内容 

05 コマンドに付加するパラメータが適切ではありません。 

0F ライタから転送されたデータとマイコン内データのベリファイ結果が一致しません。 

10 セキュリティ設定で禁止された処理を実行しようとしました。 

15 否定応答（ＮＡＣＫ）を受信しました。 

1A 消去エラーが発生しました。 

1B ブランクチェックエラーが発生しました。 

1C 書き込みエラーが発生しました。 

上記以外 通信エラーが発生しました。 

 

 

また、エラー番号１１２Ｂ、１１２Ｃのエラーについては、エラー文字列の後ろに、エラー発生箇所

を示す数値が付加されます。数値の意味は下記のとおりです。 

 

＜表５－３：エラー発生箇所一覧＞ 
YY 内容 

01 オプションバイトの事前一致確認時もしくはベリファイ時にエラー発生 

02 ＯＣＤ用ＩＤコードの事前一致確認時もしくはベリファイ時にエラー発生 

03 セキュリティ設定のベリファイ時にエラー発生 
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